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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,50 45,62 +0,12 45,78 -0,16

USD / BRL Spot BRL 2,2262 2,2211 -0,0051 2,2300 -0,0089

USD / JPY Spot JPY 101,34 101,40 +0,06 102,07 -0,67

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 57.013 57.634 +621 54.638 +2.996

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 145,3 140,3 -5,0 139,8 +0,5

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,73 +0,00

DI Future Oct15（金利先物） % 10,85 10,89 +0,04 11,09 -0,20

3 Months US Dollar Libor % 0,232 0,233 +0,001 0,231 +0,002

CRB Index（国際商品指数） Index 297,4 298,4 +1,0 312,9 -14,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は売買圧力拮抗するなか若干レアル高となる展開でした。
朝方は週末に発表された世論調査でルセフ大統領が決戦投票でのリードを失ったことからレアル買い圧力
が高まりましたが、週次サーベイにおいて今年末の成長率見通しが１％を切って０．９７％となったことによる
レアル売り圧力もあり、先週末比変わらない２．２２台後半で動きづらい展開となりました。その後は地政学
リスクを懸念してグローバルに株が軟調のなか、ブラジル株はルセフ大統領の再選確率低下を好感して
上昇したことからレアルも買い優勢となり、結局２．２２台前半で引けています。

昨日発表された週次サーベイでは今年末の成長率見通しが１．０５％から０．９７％へ引き下げられ８週連続
での下方修正となりました。同時に鉱工業生産の見通しも０．９％減から１．１５％減へ引き下げられており、
厳しい見通しが続いています。市場の一部では第２四半期ＧＤＰ成長率がマイナスに落ち込むとの見方も
出ている模様でわずか前期比０．２％増だった第１四半期ＧＤＰが下方修正されてマイナスの伸びとなれば
リセッション入りの可能性も懸念されています。但し、今年末の為替レートの見通しは２．３９から２．３５へ
レアル高方向に修正されており、経済ファンダメンタルズが悪化しても当局が過度なレアル安を防ぐとの
期待感も根強く存在しているようです。
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